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日本経済の成長と雇用の行方 

バブル崩壊後、３０年にわたる長期低迷の下、少子高齢化、財政赤字の累増、不安定雇用、格

差拡大が進み、近年は人工知能ロボットの進展、最近ではコロナ禍による世界的な不況によっ

て混迷の度合いが強まる中、本講座では日本経済の現状と今後の行方について、成長と雇用に

焦点を当て考察した。 

 

 経済全体を見るうえで重要な指標である成長、物価、雇用について、過去からの動向をデータ、グラ

フを用いて俯瞰したうえで、日本の労働市場の現状をミクロとマクロの視点から考察し、とられるべき

対策を見、コロナ禍の影響について 2020 年 10 月に公表された IMF World Economic Outlook に基づい

た成長予測を見たうえで、長期の行方について概観した。 

具体的には、この 30 年程度は年率 1 パーセントの低成長であるが、欧米含めた先進国は成長の停滞

傾向にあること、全体的にデフレ気味であり、失業率は低いものの非正規雇用は増えつつあること、名

目賃金は低落傾向にある中、所得不平等は英米ほどではないが格差の下振れ傾向にあることなどが示さ

れた。要因としては、ミクロ的には労働市場では非正規雇用や賃金で調整される傾向にあり、マクロ的

には長期不況が雇用の創出を遅らせ、第 3次産業化は不安定雇用を増加させうること等が解説された。

コロナ禍の現状では日本含め先進国の成長率はマイナスにならざるをえず、しばらくは影響を被るであ

ろうことが指摘された。 

長期の行方としては、一層の高齢化が進む中で成長の主因である技術進歩は過去 100 年のようには

望めそうになく、人工知能ロボットの普及は定型化された職種を淘汰させる可能性があり、格差を拡大

させる可能性があること、累積債務増加の帰結に対する冷静な分析と対策の重要性などが示された。 

                                 

                           


